
行田市・羽生市一般廃棄物処理施設の共同整備に関する協議会規約 

 

（設置） 

第１条 行田市及び羽生市（以下「両市」という。）は、両市による一般廃棄物処

理施設の共同整備事業（以下「事業」という。）に関する事項について協議する

ため、協議会を設置する。 

 （名称） 

第２条 前条の協議会の名称は、行田市・羽生市一般廃棄物処理施設の共同整備に

関する協議会（以下「協議会」という。）とする。 

 （所掌事務） 

第３条 協議会の所掌事務は、次のとおりとする。 

 ⑴ 一般廃棄物処理施設の共同整備に関すること。 

 ⑵ 一般廃棄物の共同処理に関すること。 

 ⑶ 事業の実施主体に関すること。 

 ⑷ 事業の経費の負担割合に関すること。 

 ⑸ 前各号に掲げるもののほか、事業に必要な事項に関すること。 

 （組織） 

第４条 協議会は、両市の市長、副市長及び環境担当部長の職にある者を委員とし

て組織する。 

 （会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、行田市長をもってこれに充てる。 

３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副会長は、羽生市長をもってこれに充てる。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長とな

る。 



２ 協議会は、両市ともに２人以上の委員の出席がなければ、会議を開くことがで

きない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の合議により決するものとする。 

 （事務局） 

第７条 協議会の事務局（以下「事務局」という。）は、行田市役所（行田市本丸

２番５号）内に置く。 

２ 事務局の庶務は、行田市環境経済部環境課新ごみ処理施設建設準備グループが

行う。 

 （経費の負担） 

第８条 協議会の事務に要した費用は、行田市が負担する。 

２ 前項の事務以外に要した費用は、両市が均等に負担する。 

（協議会の解散） 

第９条 協議会は、事業の実施主体の確定をもって解散する。 

（その他） 

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員

が協議して決定する。 

附 則 

この規約は、令和３年６月１０日から施行する。 


